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令和４年度 大垣市教育振興基本計画評価委員会 

第１回会議録 
 

１ と き  令和4年7月22日（金）13:00～15:05 

 

２ ところ  大垣市役所8階 大会議室 

 

３ 出席者  長谷川 哲也委員長、田村 弘司副委員長、渡邊 勝敏委員、 

三代 広子委員、川合 麻美委員、高田 美穗委員 

（欠席：井上 瞳委員、佐野 篤委員） 

 

４ 事務局  山本教育長、山下庶務課長、伊東学校教育課長、 

伊藤教育総合研究所長、林社会教育スポーツ課長、宮内文化振興課長、 

説田南部北部上石津学校給食センター所長、橋本図書館長、 

吉安庶務課主幹、中野庶務課主査 

 

５ 傍聴者  なし 

 

６ 議 題 

⑴ 大垣市第2次教育振興基本計画等について 

⑵ 学校教育について 

⑶ 図書館活用について 

⑷ スポーツ振興について 

 

７ 会議録 

⑴ 大垣市第2次教育振興基本計画等について 

   資料に基づき、山下庶務課長が説明。 

 発言者 発言概要 

委員 ご説明がありましたように、令和3年度もコロナ禍で実施できない事

業等があり、評価できなかった総合評価は13件となっております。 

これから各資料を見ていただくと、それぞれ評価不能の部分も実績

値は入力されています。ただ昨年度もそうでしたが、予定していた事

業が一部でもできなかった場合は、評価不能とするという基本方針で

よろしいでしょうか。 

委員 異議なし 
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⑵ 学校教育について 

    資料№2に基づき、伊東学校教育課長が説明。 

    以下、質疑応答の概要。 

発言者 発言概要 

委員 16ページの指標の「1 自分から進んであいさつをしている子どもの

割合」と「いじめはどんな理由があってもいけないことだと思ってい

る子どもの割合」について、ともに昨年度より下がっていますが、な

ぜでしょうか。 

伊東 学校教

育課長 

コロナ禍が長期化していることが関係していると思われます。 

例えば、自分から進んで大きな声でというのが、子どもにとっての

良いあいさつであると考えます。ところが、マスクをして大きな声を

控えるという風潮があり、時と場合に応じて会釈であいさつをすると

いったことが増えてきていると思いますので、あいさつについての評

価が下がったと考えます。 

いじめにつきましても、コロナがなければ、自然に子どもたちはお

互いに握手をしたり、ボディタッチをしたりといったことができたわ

けですが、なかなかそういったお互いの距離が縮まらないといいます

か、コミュニケーション不足も影響していて、相手のことを理解する

といった困難さが自己中心的な考え方にも結び付いていると思われま

す。 

またマスクをしていることで、表情から相手の気持ちが読み取れな

いというところも影響していると思われます。 

委員 今、教室に通えない子ども、不登校というか教室に行けない子ども

は何パーセントぐらいいらっしゃいますか。またコロナによって増え

ていますか。おおよそで構いません。 

伊藤 教育総

合研究所所長 

不登校については増えています。ただ前年度に比べると、増加率は

減っています。 

委員 1校につき何人ぐらいでしょうか。 

伊藤 教育総

合研究所所長 

学校規模にもよりますので、まちまちです。 

 

委員 13ページの「だれもが研修」とありますが、どれくらい参加されて

いたのでしょうか。 

伊藤 教育総

合研究所所長 

「だれでも研修」は、市内32校に対して、2年に1回行っており、基

本的には発達障がい等を対象とした研修をしています。具体的にこの

ような対応をすると良いと教えていただけますので、全員研修から実
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発言者 発言概要 

際に困っている学級を中心とした研修に変わってきました。 

委員 先生方の資質向上のための研修はないのですか。 

伊藤 教育総

合研究所所長 

職員何年目研修や、ＩＣＴ研修など、年間を通じて、計画的に多く

の研修を行っています。 

委員 教員の免許更新講習がなくなり、これから新しい研修が模索されて

いくことになっていきます。先生方の研修履歴、どういう研修を受け、

どういう知識を身につけたか、計画的に資質を伸ばすという研修が今

後組まれていくのではないかと思います。 

一方で、働き方改革もありますので、先生方の負担にならないよう

にバランスを取りながら研修の計画を進めていただければと思いま

す。 

委員 質問ですが、12ページのＧＩＧＡスクール支援員事業ですが、具体

的にどのような支援をされているのか、ご説明いただければと思いま

す。 

伊藤 教育総

合研究所所長 

2名の支援員が各学校に出向き、授業を見て、この場合はこういう使

い方ができる等の提案をさせていただいております。それを基に各学

校で研修を実施し、新しい使い方を模索していくという形をとってお

ります。 

委員 一人1台タブレットが支給され、昨年度のまず使ってみるという模索

の段階から、今後はそれを活用して、学力向上に結び付けていくとい

う段階になっていくと思いますので、非常に重要な事業だと思います。

つまり先生方がＩＣＴ機器を使うところで止まってしまうというとこ

ろを、どうやって後押ししてあげるかという意味でも、ＧＩＧＡスク

ール支援員の拡充や充実は望まれる支援ですので、非常に期待してい

ます。 

委員 コロナ禍で、先生方は非常に苦労されていると思いますが、良いタ

イミングでタブレットが支給されたと思います。 

高校ではリモート授業もスムーズにやれていたようですが、小学校

低学年が実際リモート等できていたのでしょうか。小学校のオンライ

ン活用状況を教えていただけたらと思います。 

伊藤 教育総

合研究所所長 

教室に入れない子がタブレットを使用し、リモートで教室の授業を

相談室で見るなどしています。 

山本 教育長 基本的に小学校でもオンラインによる授業はやっておりました。 

ただ、どうしても保護者の支援が必要な場合が多かったと思います。
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発言者 発言概要 

高学年は比較的順調にオンラインでのやり取りができていたと思いま

す。ただ、画面の中に部屋の背景が映り込んだりして、それは何とか

ならないかなど、いろいろなご意見はいただきましたが、大筋オンラ

インで子どもたちもタブレットを使いながら授業はできていたと思い

ます。 

ある程度先生方も慣れてきておりますので、今後はどのような状況

になってもオンラインで対応できるのではないかと思います。 

委員 思った以上に小学校でもオンライン授業はできるというのが実情で

す。本校の場合ですが、コロナで臨時休業や学級閉鎖の場合は、必ず

オンライン学習をしております。朝の会からスタートして、低学年は1

時間半から2時間ほどの授業を実施、高学年は2時間半から3時間ほど授

業を実施することができます。もちろん、何分までにこのドリルをや

って何分後に接続してください等の指示をしております。 

また、コロナの影響によりどうしても自宅待機をしなければならな

い子も、オンラインで授業を受けていますので、かなりの子どもたち

ができていると思います。 

委員 ある程度の規模の学校でしたらオンライン授業も可能だと思います

が、他県の状況を聞きますと格差があるようです。タブレットを使い

こなせていなかったり、小規模の学校ですと教員数が少なく、先生の

負担が増えているようです。心配なのは格差だと思います。 

家庭による格差もあります。小学校低学年の場合、タブレットを配

布し、これで授業を受けておきなさいでは無理で、ある程度保護者が

隣にいて教えてあげないとできないと思います。 

東京の話を聞きましたが、やはりものすごく格差があって、出来る

子と出来ない子がでてきている、常に保護者の方が傍にいられる家庭

とそうではない家庭があって、そこでも格差が心配です。 

他県ですが去年の夏休み、結局補充授業をやったという学校もある

と聞きました。ある程度大きい規模の学校ですと、先生方もそろって

いますので心配はないと思いますが、小規模校になりますと先生の人

数も限られてきますし、専門の先生もいないので、そのあたりを教育

委員会でよく目配りしながらやられているかと思いますが、今後も格

差についても考えていただけたらと思います。 

他県ですが、コロナで学級閉鎖になり、プリントを配布しただけと

いう話も聞いております。プリントをやってこない子もいると思いま
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発言者 発言概要 

すので、オンライン授業が出来る学校と出来ない学校の差をどうして

いくかということは重要な課題だと思います。夏休み明けが非常に心

配なので、そのあたりの対策を考えていただけたらと思います。 

委員 タブレットはかなり重いです。それを毎日持って帰って宿題をして

いる子ども達の姿を見て、低学年がタブレットを毎日持って帰るのは

どうかということを感じます。特に一年生の子たちが長距離歩いて学

校に通うとなると、結構大変ですので、タブレットがもう少し軽いと

子どもたちは助かると感じます。 

委員 タブレットについては、他の地域の状況を見ていますと、学習とし

てのツールだけではなくて、例えば、児童生徒の心の状況や体調を把

握するなど、さまざまな子どもたちの状況をタブレットで把握しよう

という活用の仕方も進んでいます。学習面だけではなくて、子どもの

生活面全体を支えるというか、指導支援するような活用の仕方という

ことも検討を進めていただけると良いと思います。 

あと、タブレットの持ち帰りですが、各学校長の判断によるという

ことですか。 

伊東 学校教

育課長 

そうです。 

委員 持ち帰りを自由にして、子どもたちが日常的に触れる環境をできる

だけ担保するというのもひとつの方法としてあると思います。 

タブレットなしで学校教育を進めていくということは考えられない

時代になってくると思います。タブレットを規制をするよりも積極的

に使っていくことを基本にして、その中で零れ落ちてくる問題、格差

や家庭の状況といったものをフォローする、あるいは使っていく上で

のさまざまな課題をどう保障するかということを教育委員会でご検討

いただいて、活用については、各学校の先生の創意工夫の下で進めて

いっていただければと思います。そんなふうになっていくと、タブレ

ットが未来の教育、明るいツールとしてネガティブなツールではなく

て活用できるのではないかと思います。 

委員 ＩＣＴを活用した教育は、ここ2年で急速に広まっていますが、自分

の学校の子どもたちは、どの程度活用できているのか、スタンダード

がないものですから自分の学校の程度がわからないので不安を持って

いると思います。 

タブレットの活用事例はいろいろ知ることはできますが、それに比
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発言者 発言概要 

べると全然できていないと思ってしまうこともあると思います。また、

他校との交流がなく、比較ができないので自分の学校の立ち位置が見

えない、わからないということを非常に感じると思います。 

例えばＩＣＴの支援員の方は、他の学校を見てまわっていますので、

あなたの学校の子どもたちは非常によく使えるようになっているけ

ど、ここはもっと伸ばしていくと良いとか、あるいは先生方のタブレ

ット活用状況についても非常に良いという安心感を与えてあげると

か、もっとこんなところでも活用した方が良い等、ぜひ広く知ってい

らっしゃる教育委員会やＩＣＴ支援員の方に、スタンダード的なもの

と見比べながらどうなのかというご助言をいただけるとありがたいと

思います。 

また、あいさつやいじめにおいて、コロナの影響がどう出ているか

ですが、学校でコロナによって一番以前より変わったと思うのは、集

団で何かを作る、みんなで一緒に何かをするという行事がなくなって

きたことです。典型的なものが合唱で、運動会での集団競技等やレク

リエーション大会のようなみんなで集まってやるいうものはなくな

り、異年齢で集まって何かをやるということもなくなりました。ある

意味、人との関係性が希薄になってきていますので、それが仲間づく

りの関係性の中にあらわれていると思います。コロナ禍でどのような

影響が子どもたちに出ているのかということを示していただけたらと

思います。 

委員 19ページの「ＣＥＦＲのＡ1レベル相当以上の英語力を有する中学3

年生の割合」がありますが、これはどのように割合を出しているので

すか。合格率とかでしょうか。 

伊東 学校教

育課長 

英語検定の合格者から割り出した数値と担当からは聞いておりま

す。 

委員 先ほど研修に関する話が出ましたが、先生方にとって研修は欠かせ

ないものだと思いますが、先生方が気楽に研修に参加できる体制が整

っているのでしょうか。研修を充実させようと思うと一方で代わりを

担う先生がいないと難しいと思います。全国的に教員が不足している

状況ですので、学校としても研修に参加させたいけど行かせてあげら

れない状況であれば、教員数の充実を図る必要があると思います。先

生方も研修に参加したいと思います。 

しかし子どもたちのことを思い、なかなか研修に行かせてほしいと
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発言者 発言概要 

言いにくい状況があるといけませんので、先生方の研修の機会の充実

のためのフォローをぜひ、お願いしたいと思います。 

伊東 学校教

育課長 

初任者研修は後補充の非常勤講師が配置され、初任者の先生が研修

をしている時間に代わりの先生が確実に入っております。ですので初

任者研修については学校に負担はありません。また、どうしても対面

でなければならない研修については集合して研修を行いますが、特に

集合する必要がない研修につきましては、オンラインで研修をできる

ように工夫はしております。 

山本 教育長 オンラインでの研修が増えており、わざわざ集まって、この時間に

という必要ありませんので、参加しやすくなっていると思います。 

 

    総合評価について採決。異議なしのため原案のまま可決。 

 

 

⑶ 図書館活用について 

資料№2に基づき、橋本図書館長が説明。 

   以下、質疑応答の概要。 

発言者 発言概要 

委員 全国的な図書館の動向を見ても、コロナ禍においても図書館は強い

ということが数値やデータで出ています。実はこのコロナ禍において、

いち早く回復できた社会教育施設は図書館でした。 

今回の指標を見ても、図書館のコロナ禍からの回復というのが顕著

に表れているのではないかと感じます。スマホを使った貸出しシステ

ムやＦＡＣＥＢＯＯＫ、あるいはオンライン歴史講座など、ＩＣＴを

積極的に活用して新しい顧客の開拓、新しいニーズに応えようとして

いて、このコロナ禍を反転攻勢ではないですが、まさにコロナのマイ

ナスの部分、コロナによって社会が変わった部分を、プラスの部分と

して、うまく図書館は捉えて前向きに発信されているというのが、様々

な取り組みやデータから顕著に出ているのではないかと思いました。 

ただ一点、56ページにも書かれていますように、大きな課題となっ

てきますのは、高齢者の外出自粛がどこまで続くのかということです。

高齢者の方は、ＩＣＴによるアクセスが、どちらかというと弱者にな

ってしまう。こういう人たちが例えば本が借りられない、あるいは講

座が受講できないということに対して、どのように手立てを打ってい
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発言者 発言概要 

くか、この点について何かお考えになっていることがあれば教えてい

ただきたいです。今後の検討課題であればそれでも結構です。 

橋本 図書館

長 

56ページにあります「ふるさと歴史講座参加者数」というのは、歴

史講座や古文書講座等各種講座の参加者数の合計でございます。確か

に参加者は高齢の方が多いです。ただ今年度に入ってから、申込者数

は回復してきております。 

会場については、以前は密な状態で実施しておりましたが、コロナ

禍ですので、定員90人を60人にするなどしております。昨年は募集人

数に達しなかった講座も、今年度は定員に達しており、しかも早い段

階で定員に達した講座もございます。そういった意味では、高齢者の

方の意識も変わってきていると感じております。 

また、講座を実施する会場にカメラをつけて、会場での受講とオン

ライン受講を併用して行うようにいたしました。定員により受講でき

なかった方、あるいはパソコンができる方で、会場に行くのが心配で

家で受講したい方もいらっしゃいましたので、オンラインと会場を併

用し、受講人数を増やすことができました。パソコンやスマホが使え

ないという高齢者の方もいらっしゃいますが、できる方もある程度い

らっしゃいますので、今後オンラインと会場と併用した形をとれば、

多くの方が受講できるのではないかと思います。 

委員 最近では、高齢者の方もスマホやＩＣＴを使いこなせる方が多いと

いうことですね。 

定員を減らしているということですので、例えば、回数を当初計画

より増やす等して、機会の提供の拡大を前向きに検討していただける

とありがたいと思います。 

委員 年々図書館の充実が目に見えてきており、話を聞いていても感じて

おります。文教のまち大垣を支えている大きな推進力の一つであると

思います。図書館サービスはコロナ禍の厳しい中で、むしろそれを逆

手にとってオンライン等を活用して充実させています。 

アクアウォーク内のサービスセンターでの本の貸し出しなど、他市

町と比べると、随分先進的にやっていると思いますので、この調子で

お願いします。 

講座についても、集まってやる場合と併行してオンラインでやる、

これは本当にこれからのやり方だと思います。オンラインでやれば定

員は必要ないです。確かにＩＣＴが苦手な高齢者の方もいらっしゃい
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発言者 発言概要 

ますが、逆に家族の中でお子さんやお孫さんに聞いてやると、コミュ

ニケーションも増えますし、これからは70、80歳でもパソコンを使え

る時代になってくると思いますので、今のやり方をどんどん進めてい

ただければと思います。  

委員 学校の土曜授業がなくなり、大垣のふるさとを学習する機会がなく

なってしまいましたが、55ページにオンライン歴史講座というものが

ございました。小中学生のふるさと学習は、ぜひ続けていただきたい

と思っておりましたので安心いたしました。 

山本 教育長 ふるさと大垣科に関しましては、土曜授業はなくなりましたが、平

日の授業の中でやっておりますので、ご承知おきください。 

委員 スタートの段階で土曜授業は、大垣のふるさとについて学ぼうとい

うことでしたが、土曜授業がなくなっても通常授業の中でやられてい

るということで安心いたしました。 

    

  総合評価について採決。異議なしのため原案のまま可決。 

 

 

⑷ スポーツ推進について 

   資料№2に基づき、林社会教育スポーツ課長が説明。 

   以下、質疑応答の概要。 

発言者 発言概要 

委員  61ページの小中学生スポーツ活動実施率はどういうものを根拠とし

ていますか。小中学生はコロナ禍になり、あまりスポーツをしていな

いという印象を持っていました。 

林 社会教育

スポーツ課長 

 昨年の7月12日から28日の調査期間で、児童生徒へ聞き取り調査を行

いました。内容は、スポーツをすることが好きな児童生徒の割合と、

週1回以上のスポーツ活動をしている児童生徒の割合、体育の授業以外

で部活動や少年団、クラブ活動等で週1回以上スポーツをしていますか

という設問に対する回答をいただいております。 

委員  コロナ禍でスポーツをする子どもの数も減っていると思っていたこ

ともあり、ましてやコロナ禍で部活動等もやれなくなり、スポーツを

あまり実施していない、やれないという印象を持っていましたのでお

伺いいたしました。 

委員  子どもたちはスポーツしていないと思っていましたが、グラウンド
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発言者 発言概要 

等を見に行くと、少年団やクラブ等で頑張っている子どもたちを見か

けます。スポーツはやっていないと思っていたので自分の思いとのギ

ャップがあり、世間でいう情報と実際の情報は異なるということを自

分の目で目撃しました。週1回以上というアンケートでしたら、このよ

うな結果がでるのかもしれないと思いました。 

委員 やはりスポーツ振興分野はコロナの影響を大きく受けるということ

で、少し気になりますのが、コロナから2年以上が経ちますが、かなり

中止という事業も目立っています。一方で例えば図書館であれば新規

という形でコロナの影響を受けて新しく立ち上げていく事業が見られ

たのですが、例えばスポーツ分野でコロナの影響を受けて新しく立ち

上げる、何かを始めるという動きは何かありましたでしょうか。 

委員 代わりにお答えします。やはりコロナの影響により集まれなかった

ため、リモートのヨガをしました。コロナ禍でもリモートによるヨガ

はすぐに定員になってしまいます。体育連盟の方々が、家の中で体を

動かせるようなものや、少人数で場所を取らずにできる遊び、新聞を

丸めたボールを使った遊びなど、自分たちで動画にして配信したり、

工夫してやっております。 

施設の利用につきましても、令和3年度は体育施設の休館をしており

ましたが、現在は感染対策を徹底しながら、利用していただいており

ます。 

今年はＯＧＡＫＩフェスティバルを開催し、ラグビー元日本代表選

手の方にお越しいただき、たくさんの親子が参加してくださいました。

ボールを使って遊ぶなど、皆さん発散されていました。やはり体を動

かすということは大事なことだと実感しました。 

委員 61ページの小中学生スポーツ活動実施率にしても、66ページの意識

的に運動（週1回以上）している人の割合にしても上がっています。や

はり潜在的にスポーツをしたいという意識は高いわけですね。ですの

でそのニーズをうまく満たしてあげられるようなオンラインの活用で

あるとか、人数を減らしながら体育施設を活用していくというように

進めていただくと良いと思います。 

スポーツの場合は、コロナ後にどれくらい戻ってきてくれるか、つ

まりスポーツをする機会を失われてしまうと、もういいやとなってし

まう人たちが出てこないとも限りませんので、コロナ後を見据えて、

スポーツ振興を止めないということが非常に大事だと思います。 
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発言者 発言概要 

 もう１点、新しい学校のあり方検討委員会の中で、部活動の地域移

行が議論されておりまして、特にスポーツ庁から令和7年度に完全移行

という方針で進められています。やはり地域のスポーツの土壌という

ものがないと進んでいかないと思いますし、教育委員会、体育連盟さ

ん、学校という組織を超えた連携が不可欠であると考えられます。ま

た、例えばスポーツの指導者や施設の活用等、必ず課題になってきま

す。 

組織を超えて教育委員会が中心になり進めていただけるように、細

かいところから着々と準備していただきたいと個人的に思っていま

す。 

委員 令和7年度に決定という理解でよろしいですか。学校関係に携わって

いますコーチの方や、実際に部活動に出向いている地域の方々から聞

かれることが多いですので、教えていただけたらと思います。 

山本 教育長 スポーツ庁の提言を受けて、全国的に令和5年度から7年度にかけて

地域へ移行していくことになっています。文科省がそのうち動きだす

と思いますが、令和7年度をめどに地域移行を進めていくことになりま

す。 

地域移行のあり方というのはいろいろ形があると思います。例えば、

保護者の方々が中心になって運営していく保護者クラブやスポーツ少

年団、地域のスポーツクラブが中心となり他の部活も取り込んで大き

な総合型のクラブになって受け手になるほか、いろいろな競技団体が

ありますので、例えば剣道や柔道などの競技団体が中心となって受け

ていく形も出てくると思います。 

競技種目によっても違いますし、学校の置かれている状況によって

も違います。とりあえず今の状況は、全体的な学校部活動の状況を把

握しながら、一方で市内で運営主体となっていただける状況がどの程

度あるかということを調査し、どういう形がどの地域では望ましいの

かということを検討して進めていきたいと思っております。 

ただ、どうしても体育連盟等のご協力をいただかないとなかなか進

んでいきませんので、ご協力をお願いしたいと思います。 

委員 その件について補足をさせていただきます。スポーツ庁は県のスポ

ーツ少年団へ丸投げしてきています。今、県の方々と話し合いをして

いますが問題が山積みで、何一つ解決ができていないのが現状です。 

部活動の地域移行ということはもう決定していますが、実際できる
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発言者 発言概要 

かどうかはこの先を考えると不安があります。 

ただ岐阜県はまだ恵まれていまして、地域総合型スポーツクラブが

大垣だけでも3つあります。岐阜県の中には16ほどありますが、その中

で国からの認定を受けられますが、岐阜県独自の認定の方が実はレベ

ルが高く、そういう意味では岐阜県民は非常に恵まれていまして、だ

から基本的にはスポーツ少年団か地域総合型スポーツグラブが見てい

くことになっていくと思います。ただそういうところはどうしてもお

金が絡んできます。お金が発生してしまうと、お金はどうするんだな

ど、いろんな問題が出てきます。本当に簡単に解決できるものではあ

りません。岐阜県スポーツ協会としても何らかの形をとっていかなけ

ればなりませんので一生懸命知恵を出し合ってやっていますが、結局

そのために今までは日本スポーツ少年団の資格があれば指導ができた

ものを、統一してスポーツ庁が出す資格に移行されていくことになり

ました。また資格を持っていない人が教えるのは良くないのではない

かということも言われています。資格者を獲るのものも大変ですし、

保護者だけでは教えられない等、さまざまな問題がついてまわってき

て大変な状況です。 

委員 部活動は土日だけではなく、平日の指導が中心となってくると思わ

れますが、平日に簡単に出てこられる指導者がどれだけいるかという

問題もあると思います。 

委員 話によると平日は学校の先生が見られると聞いてます。土日に関し

ては働き方改革ということで地域の方がと聞いています。 

委員 そうですが、指導を受ける子どもの立場からしたら、土日は地域指

導者で平日は先生の指導で、どっちの指導者の言うことをなど考える

と非常に難しく複雑かと思います。それに人を動かすためには予算が

必要ですので予算をどう確保するか、令和7年度に向けてやっていかな

ければならないことですが大垣市は検討委員会等はやっていますか。 

教育委員会だけでというレベルではないと思います。一番被害を被

るのは子どもたちです。お金が発生するとなると家庭の事情も出てく

るのではないかと思います。 

委員 本当はスポーツではなくて一番困るのは吹奏楽部です。楽器を入れ

ておく場所がない問題など、吹奏楽部が困るのではないかと言われて

います。 

委員 今まで学校単位であったのが学校単位でやりにくくなるのではない
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発言者 発言概要 

かと思います。国が言うようには簡単にはいかないと思います。 

山本 教育長 やはり将来的には部活動は学校から離す、地域へ移行するという形

になります。当面土日が中心ですが、平日も地域へ移行するという形

になります。いきなり切り替えると、受け手も学校もなかなか簡単に

はいかないと思います。指導者の方の問題もあり、一度に切り替わる

のは難しいと思います。過渡期を経ながら目指す姿にもっていく、種

目別に地域の事情を考えながらやっていかざるを得ないと思います。 

大垣市は恵まれている方で、小さい地域だと指導者がいないなど本

当に大変な打撃を受けています。そう意味で本当に国から財政的な支

援があるというのは然るべきかと個人的には思います。 

 

    総合評価について採決。異議なしのため原案のまま可決。 

 

閉会 

 

             


